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会員の皆様へ会会  員員  のの  皆皆  様様  へへ  

事務局からのお知らせ 

１．第 61 回根研究集会の開催と優秀発表賞受賞報告 

6 月 14 日-15 日に第 61 回根研究集会が開催されました． 口頭発表 8件，ポスター発表 23件の一
般発表がありました．田島亮介博士（東北大学）による，根掘りワークショップ「Back to the Basic: 
掘って洗って測定して」と題した公開ワークショップを行いました．モノリス法で掘り起こした

根系の採取・洗浄，画像の取り込み，画像解析を実践しながら，ノウハウを交換することができ

ました．詳しくは本号のプログラム，別冊 1 号および掲載の報告をご覧ください．また，優秀発表賞

は，丸山紀子氏（千葉大学大学院園芸学研究科），𠮷𠮷田日向氏（福井県立大学大学院生物資源学研究

科），齋藤温子氏（東京農業大学大学院）と橋本裕生氏（信州大学大学院総合医理工学研究科）の 3
名が受賞しました． 

２．第 61 回根研究集会要旨集をオンライン公開しました！ 

第 61 回根研究集会要旨集を「根の研究 第 34 巻 別冊 1 号」としてオンライン限定公開しました．

根研究学会ホームページにある，会誌「根の研究」ダウンロード（http://www.jsrr.jp/rspnsv/download.html）
からダウンロードすることができます．ダウンロードに関する，ユーザー名，パスワードは通常の会

誌ダウンロードのものと同じものです． 

３． 「根の研究」の発行形態の変更について 

2026 年度からの「根の研究」の発行形態の変更について，2025 年 6 月 14 日に東北大学で開催され

た 2025 年度総会において承認されました．論文については，J-STAGE にて都度発行とし，半年分の

出版論文を束ねて冊子体 (電子体) として年 2 回（6 月，12 月）発行になります．それ以外の記事や

事務局からのお知らせは随時 ML 等で配信し，ML 等で配信した事務局からのお知らせは学会活動の

記録として「根の研究」に掲載します．詳細は総会報告欄をご覧ください．発行形態が変わりますが，

引き続き根の研究へ投稿いただきますようお願いいたします． 

４．総会において予算・事業計画が承認されました 

6 月 14 日の第 61 回根研究集会内で総会を行い，本年度の予算，事業計画が承認されました．詳し

くは今号に掲載の報告をご覧ください．  

５．2025年・2026年度の根研究学会 

・2025年度の集会 
秋の研究集会は長野県松本市の信州大学で開催します．詳しい案内はホームページでご案内し，9
月以降に発表申し込みを受け付ける予定です． 
日程；2025年年11月月29日日（（土土））〜〜30日日（（日日）） 
会場；信州大学 松本キャンパス 
問い合わせ先：牧田直樹（macky@shinshu-u.ac.jp） 

・2026年度の集会 
春の研究集会は京都府福知山市の福知山公立大学にて現地開催する予定です（池野英利実行委員

長）．秋の集会につきまして、開催地については募集中です．立候補ありましたら事務局長にお知

らせください． 

６．電子版会誌のダウンロードについて 

2025 年度から根研究学会ホームページおよび J-Stage から電子版会誌をダウンロードするためのパ
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スワードを変更しました．ご注意ください．なお，ユーザー名の変更はありません． 
根研究学会電子版会誌の URL http://www.jsrr.jp/rspnsv/download.html 
J-Stage の URL https://www.jstage.jst.go.jp/browse/rootres/-char/ja 

 
５．「根の研究」への投稿にテンプレートをご使用ください！ 

著者の執筆負担軽減と校正･編集作業の効率化のため，根の研究のテンプレートを整備しました．

テン プレートの word ファイルは 根 研 究 会 ホ ー ム ペ ー ジ 「 根 の 研 究 投 稿規定 」

(http://www.jsrr.jp/rspnsv/rule.html)からダウンロードできます．こちらにしたがって原稿を作成してい

ただきますようお願いいたします．なお，テンプレート中の青字は投稿に関する規定や記載例です．

投稿時には削除してください． 

６．「苅住」国内研修支援の募集 

 ・根研究学会所属の若手会員(申請時の年齢が40歳以下)の国際的な活躍を支援するため，国内外の

学会等に参加して根に関する研究成果を公表したり調査に出向いたりするための経費の一部を補助

します.年1~2件程度(1件 6~12万円を目安)を助成します． 

・受付は随時行い（1月～12月），採択数に達した時点で終了とします． 

※詳細は根研究学会ホームページ（http://www.jsrr.jp/img/AQyPg4sU.pdf）でご確認ください．  

７．学生会員の研究集会への参加費は無料です 

 学生会員の研究集会への参加費は無料です！学生会員は集会受付で学生証の提示をお願いいたし

ます．この機会に是非，根研究学会にご加入いただけますよう，関係学生の皆さんにご周知いただけ

ますようお願いいたします．なお，一般会員の研究集会への参加費は有料です．また，非会員の参加

費は，一般・学生に関係なく，一般会員より1,000円程度高くなります． 

８．会費納入のお願い 

 2025 年度の会費をまだお支払いいただいていない方は，下記の郵便振替口座に納入をお願いします．

請求書等の伝票をご希望の方は，事務局までお知らせください． 
年会費（2025 年）： 電子版個人 3,000円，冊子版（＋電子版）個人 4,000円，冊子版団体 9,000円 
（年度は 1 月－12 月です） 
郵便振替口座  口座名義（加入者名）：根研究学会， 口座番号：00100－4－655313 
［他の銀行から振り込みの場合：ゆうちょ銀行  〇一九店（ゼロイチキユウテン） 「当座」0655313 ］ 

 
-------------------------------------------- 

 

根研究学会所在地・連絡先：  〒104-0033 東京都中央区新川 2-22-4 新共立ビル 2F 
  （株）共立内 根研究学会事務局 TEL：03-3551-9891／FAX：03-3553-2047 
・メールアドレス   事務局：neken2025@ jsrr.jp  『根の研究』編集委員長：editor2025@ jsrr.jp 
       Plant Root編集委員長：editor2025@ plantroot.org 
・Webサイト 根研究学会： http://www.jsrr.jp/ 『根の研究』ｵﾝﾗｲﾝ版：http://root.jsrr.jp/ 
       Plant Root： http://www.plantroot.org/ 
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教　育

要 旨：植物は，土壌空間に不均一に分布し，時間的にもその様相が変化する養水分を獲得するため，
根の空間分布 （根系構造） を可塑的に変化させる．根の生理機能を理解するには，個々の根 （個根） だけで
なく，根系を構成する全ての根の分布や成長の様子を把握することが重要である．本稿では，個根から根
系全体までの根系構造を破壊的 ･非破壊的に計測可能な 「根箱法 （rhizobox method）」 について，解析方法
の選択基準，使用機材，解析ソフトウェアを含め，これから根の研究をはじめる方にもわかりやすく解説
する．
キーワード：画像解析，根系，スキャナ法，根箱ピンボード法．

A guide to observing, recording and image analysis of spatial root distribution and root growth in the rhizobox 
: Shotaro TAMARU1, 2), Hinako SHIBA1, 2), Shota TERAMOTO3), Takuya KOYAMA4), Masako DANNOURA5), Ryouske TAJIMA6), 
Ryo NISHIJIMA1), Tomonori TSUNODA1) and Katsuhiro SHIONO*1) (1)Graduate School of Bioscience and Biotechnology, 
Fukui Prefectural University, 2)JSPS Research Fellowship for Young Scientist, 3)Institute of Crop Science, National 
Agriculture and Food Research Organization, 4)School of Agriculture, Utsunomiya University, 5)Graduate School of 
Agriculture, Kyoto University, 6)Graduate School of Agricultural Science, Tohoku University, Japan)
Abstract : Plants alter root distribution (root system architecture) to acquire water and nutrients that are spatial-
temporally heterogeneously distributed in the soil. To understand the physiological functions of roots, root growth 
and root distribution at the whole root level as well as the single root level must be known. Here, we explain the 
essence of the “rhizobox method,” which enables obtaining both destructive and non-destructive information on 
root system architecture with selection criteria for methods, equipment, and software for image analysis. We aim to 
describe this manuscript as readable for people beginning root research.
Keywords : Flatbed scanner method, Image analysis, Rootbox pin-board method, Root system.

1．はじめに

根は植物個体の支持のみならず，生存に不可欠な養
水分の吸収を担う重要な器官である．植物は，土壌空
間に不均一に分布する養水分を効率的に獲得するた
め，根の空間分布 （根系構造，root system architecture） 
を最適化する （Uga，2021）．また，土壌の生物的・非
生物的な状態は，降雨，日長，気温などの環境要因に
よって時間的に変動する．こうした時間的・空間的な
環境変動に対応するため，植物は根系構造を可塑的に
変 化 さ せ る （Drew，1975；Hutchings and de Kroon，
1994；Yamauchi et al.，1996；Schneider and Lynch，
2020)．根の生理応答は，根の空間的な構造に依拠し

ているため，個々の根 （個根） だけでなく根系全体の
構造の把握が求められる （山内，2016）．しかし，野外
環境にある根を調べることは容易ではない．それは，
根のほとんどが不透明な土壌の中に隠れているだけで
なく，根は土壌と結びつき，根どうしが互いに絡み合
うために，損傷なく土壌から根を取り出すことが難し
いからである （Hutchings and John，2003）．そのような
困難がありながらも，近年の画像解析技術の進展によ
り，根の調査手法は着実に発展している．
寺本 （2024） によれば，根系解析における根の収集
手法を基準に，根の調査手法は 3つに分類できる：（i） 
土壌ブロックによる収集 （e.g.，コアサンプラー法，イ
ングロースコア法，モノリス法），（ii） 土壌断面の収集 

根箱を活用した根の空間分布と成長の観察・記録・画像解析の手引き

田丸翔太郎 1, 2）・芝日菜子 1, 2）・寺本翔太 3）・神山拓也 4）・檀浦正子 5）・ 
田島亮介 6）・西嶋遼 1）・角田智詞 1）・塩野克宏＊1）

1）福井県立大学大学院生物資源学研究科

2）日本学術振興会・特別研究員

3）農業・食品産業技術総合研究機構作物研究部門

4）宇都宮大学農学部

5）京都大学大学院農学研究科

6）東北大学大学院農学研究科

2025 年 3 月 15 日受付　2025 年 5 月 14 日受理
　　連絡先 〒 910-1195　福井県吉田郡永平寺町松岡兼定島 4-1-1 福井県立大学大学院生物資源学研究科　E-mail: shionok@fpu.ac.jp
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（e.g.，根箱法，ライゾトロン法，ミニライゾトロン法，
塹壕法），（iii） 根の収集を伴わない 3次元の非破壊計
測装置による計測 ［e.g.，エックス線 CT （Computed 

Tomography），MRI （Magnetic Resonance Imaging）］．本
稿で取り扱う根箱法は，土壌断面の収集により行う手
法の 1つである （森田，2020；寺本，2024）．根箱は，
両側面または片面がガラスやアクリル板のような透明
素材で構成され，観察面から根の発生 , 成長と枯死を
経時的に観察できる栽培容器である （第 1図）．英語で
は rhizobox，rootboxまたは rooting boxなどと呼ばれる．
根箱法は，任意のサイズ，任意の形状の根箱を用いる
ことで，評価者の研究目的に合わせた実験操作ができ
るというメリットがある （Schmidt et al.，2018）．また，
実験室や温室内で栽培条件を自在に制御した実験が可
能である （e.g.，Jia et al.，2019）．大きな根系をもつ樹
木の研究に根箱を用いることは難しいが，苗木の生育
や細根の観察に有効である （e.g.，苅住，1979；佐藤，
1987，1995；Fukuzawa et al.，2010）．根箱法は樹木の
苗木から草本植物まで応用範囲の広い手法といえる．

本稿では，個根および根系全体を時空間的に評価す
るため，どのように根箱法を活用すべきかを，解析手
法の選択基準 （第 2図参照） とともに概説する．また，
根箱法 （Rhizobox method） の実施にあたり，我々がよ
く用いる機器リストを第 1表に示す．根箱法による解
析に用いる際の参考にしていただきたい．なお，根系
調査法の選択については大橋ら （2012） を参照された
い．根箱法以外の根系解析に関する手法は，寺本 

（2024），森田ら （2013），森田 ･阿部 （2014），河野 （1987） 
などに詳しく解説されている．Smit et al. （2000），
Ristova and Barbez （2018），Freschet et al. （2021） にも
根の計測手法がまとめられている．さらに，
PhenomeForce （https://phenome-force.github.io/Phenome 

Force/） というWebサイトでは，RhizoVision Explorer 

（Seethepalli et al.，2021） を用いた画像解析による根の
調査手順などが YouTube動画で丁寧に解説されてい
る．

第 1図 根箱で生育したオオムギの根系．
 根箱 （横幅 200 mm × 奥行き 100 mm × 高さ 280 mm） で 37日間，排水性のよい条件で栽培した

オオムギ （品種Morex） の根系．根箱法は，観察面から根の成長および枯死を非破壊で観察・記
録できる手法である．観察時以外は観察面を遮光する．写真右下のスケールバーは 10 cmを示す．
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2．根箱法による植物の栽培

根箱を用いた根系構造の観察において，栽培上いく
つか留意すべき点がある．（i） 根箱が根の生育を制限
しない十分な空間を確保していることが重要である．
樹木のように根域が大きい植物の場合は，根箱法を適
用できるのは苗木に限られることが多い．また , 根箱
は，幅 2-3 cmであることから，草本であっても根域
は制限されており，縦横に制限のない野外と比較して，
根の発達に影響を及ぼしていることを留意した上で使
用されたい．草本植物の場合，双子葉植物であれば主
根と側根からなる直根型の根系が形成されるし，単子
葉植物であれば多くの不定根からなるひげ根型の根系
が形成される．各植物の根系の特徴にあわせた栽培条
件の設定が必要となる．また，根系の発達は生育期間
にも影響を受けるため，どのタイミングの根系を観測
するかについて，実験計画時に考慮する必要がある．
次に （ii） 観察面に根が露出しやすい工夫が求められ
る．根箱法では，観察面に現れた根のみが計測対象と
なる．そのため，根箱を斜めに設置することが一般的
である ［e.g.，ダイズ：地面と観察面のなす角 30˚ （揚原・
真田，2020）；シロイヌナズナ，ブラキポディウム，
ナタネ，オオムギ：角度 47˚ （Nagel et al.，2012）］．一
方，根箱を平置きし，地面と観察面のなす角を 0˚に
することで，処理に対する根の誘引性・忌避性を評価
する場合もある ［e.g.，リン酸局所施肥に対する根の応
答 （Hashimoto et al.，2024）］．なお，観察面への根の
現れやすさは，設置角度だけでなく土壌の物理性 

（Nagel et al.，2012） や観察面の素材の違い （森田，
2020） によっても影響を受けるため，実験の開始にあ
たって最適な設置角度，設置条件を検証するのが望ま
しい．
根箱を用いる際，ガラス板やアクリル板と土壌の境
界面は特殊な環境になり得るということを留意してお
くべきである．境界面は，土壌硬度が低く，水や空気
が通りやすいため，根が伸長しやすく，土壌中の姿が
必ずしも再現できているとは限らない （森田，2020）．
実際，根はアクリル板と相性が悪く，逃げる根が観察
されている （森田，2020）．また，壁面から十分に離れ
た土壌 （bulk soil） 中における根の生育と壁面近くの根
の生育が異なる事例も報告されている （Taylor and 

Böhm，1976）．
根箱は，根系構造だけでなく，微生物，土壌動物，
養水分との相互作用の研究にも活用できる．その際に
は，目的に合わせた，最適な根箱を設計する必要があ
る．これまでにさまざまな種類の根箱が開発され，
Yee et al. （2021） にその概要がまとめられている．また，
Vienna Scientific Instruments GmbH （Alland，Austria） の

根箱で栽培した植物

破壊的手法

A

Q1. 根系の構造的特徴に関する情報を必要とするか？

必要としない 必要とする

Q2. 経時的に計測したい？

YES NO

スキャナ法 根箱ピンボード法

Q3. 根はどう分類する？
取得画像

目視で分類してサンプリング

画像解析

画像解析で根を抽出

B

C D

E

から分類

乾燥重量 , 根長計測 根長根重比

TIME

第 2図 根箱で栽培した植物の根系解析における方法選択フ
ロー．

 根箱で栽培した植物の根系を効果的に解析するには，
研究目的に応じた適切な手法の選択が重要である．
（A） 根箱で栽培した植物．詳細は 「2．根箱法による
植物の栽培」 を参照．（B） 破壊的手法．洗い出した根
を水中で重ならないように展開し，スキャナで画像を
取得する．画像解析により根長，分岐，表面積などの
計測が可能である．さらに，別に測定した乾燥重量と
組み合わせることで，根長根重比などの生育パラメー
タを算出できる．詳細は 「7．破壊的計測手法」 を参照．
（C） 根箱スキャナ法．観察面の状態をスキャナやデジ
タルカメラで画像取得し，画像解析することで，非破
壊的に根の状態を計測することができる．詳細は 「4．
根箱スキャナ法」 を参照．（D） 根箱ピンボード法．根
系の 2次元構造を保持したまま，全根を採取すること
が可能である．詳細は 「5．根箱ピンボード法」 を参照．
（E） 根箱ピンボード法を用いた画像解析．根箱ピン
ボード法で採取した根をスキャナで画像取得し，画像
解析による根系解析をすることが可能である．



田丸ら／根の研究（Root Research）　34 （3） ：37－46 （2025）

－ 40－

Webサイト （https://www.vienna-scientific.com/products/r 

oot-soil-monitoring-systems/） には，市販の根箱や栽培
に必要な付属品が掲載されており，自作を検討する研
究者にとっても参考になる情報が得られる．

3．根の構造解析手法の選択

根箱で栽培した植物根系の解析においては，研究目
的に応じた適切な手法の選択が不可欠である （第 2

図）．まず， 『Q1．根系の構造的特徴に関する情報を必
要とするか？』 を検討するとよい．根箱では全ての根
が観察面に現れるわけでない．そのため，根の重量，
太さ，表面積などの測定精度を重視する場合，根箱内
の根を水で洗い出して計測する破壊的な手法の方が，
外観から計測する手法よりも精度がよい （第 2図 B）．
しかし，破壊的手法では根系構造情報が失われるため，
研究目的によっては適さない場合もある．

Q1で根系の構造的特徴を必要とする場合，次に， 
『Q2．根の状態を経時的に観測する必要があるのか？』 
を問いたい．経時的な観測が必要な場合，根箱の透明
な観察面に現れた根をデジタルカメラやフラットベッ
ドスキャナでデジタル画像として取得し，画像解析に
より根長や太さを計測することができる （詳細は 「4．
根箱スキャナ法」 および 「6．画像解析」 を参照，第 2

図 C）．ただし，この方法では観察面に現れた根のみ
が解析対象となるため，全ての根を計測することはで
きない．経時的な観測が不要な場合，2次元的な根系
構造を保持したまま全根を採取できる 「根箱ピンボー
ド法」 が適用できる （詳細は 「5．根箱ピンボード法」 
を参照）．根箱ピンボード法によって 2次元的な根系
構造を保持したまま全ての根を収集することができる 

（第 2図 D）．
植物の生育段階によって，第 2図 Dのように根と根

の重なりが多く見られる状態になることがある．研究
目的によっては重なり合いが根の太さや表面積に与え
る誤差を許容できない場合もある．そこで，手法選択
の 3つ目の問いは 『Q3．根をどのように分類するか？』 
としたい．2次元的な空間分布を確認した上で，目視
で分類して根を収集する破壊的計測手法により，重な
り合いのない状態での精度よい計測が可能になる．た
だし，根を分類するための労力は必要となる （第 2図
B）．一方で，根箱ピンボード法で採取した根をそのま
ま，スキャナなどで画像取得することで，画像解析に
よる根の解析をすることも可能である （詳細は 「6．画
像解析」 を参照，第 2図 E）．

4．根箱スキャナ法

根箱スキャナ法は，根箱とスキャナを用いて生育中
の根の画像を撮影し，その画像を画像解析ソフトウェ
ア （詳細は 「6．画像解析」 を参照） で解析する手法で
ある．根箱内の根の発達を記録する方法として，目視
やデジタルカメラによる記録が可能であるが，市販の
フラットベッドスキャナを使用すると，一定の光条件
下で再現性のある画像が取得可能である （Dong et al.，
2003；揚原・真田，2020）．根箱スキャナ法は，非破
壊で根系構造を計測できるため，施肥 （Adu et al.，
2017），植物生長調整剤処理 （Agehara and Leskovar，
2014），環境ストレス （Maan et al.，2023） など，処理
に対する植物の反応を経時的に観測する目的で広く利
用されている．
根箱スキャナ法のコンセプトは野外調査にも応用さ
れている．透明なアクリルボックスを野外の土中に埋
設し，フラットベッドスキャナをそのアクリルボック
スの中に挿入し，根の画像を取得する方法が，樹木根
の野外調査で利用されている．スキャナ法は，低コス

第 1表　根箱法での栽培，解析に用いる機材リスト．

機材名 用途 型番・メーカー 備考
根箱 植物の根系観察・栽培 オーダーメイド 横幅 220 mm × 奥行き 25 mm ×高さ 300 mm．根箱は大起理

化工業からも購入できる．
根系採取装置 根の採取 DIK-7500・大起理

化工業
神山ら （2017） の根箱ピンボード法を容易に行うための器具
一式．

根系回収用シート 根の回収・保存 LDKI40-18・伊藤忠
リーテイルリンク

LD規格袋 18号，横 380 mm × 縦 530 mm × 厚さ 0.04 mm

フラットベッド
スキャナ

根系回収用シートで回
収した根の画像取得

DS-50000・EPSON 最大原稿サイズ：A3サイズ．透過原稿ユニット付き．

フラットベッド
スキャナ

根箱で栽培中の根の画
像取得

GT-S630・EPSON※ GT-S630は CCDセンサであるため，被写体深度が深い．こ
のため，根箱で栽培中の根の画像取得の際，数ミリ厚みのあ
る透明なプラスチック越しに，根を検出するのに有利である．

フラットベッド
スキャナ

破壊的手法により回収
した根の画像取得

GT-X830 透過光原稿ユニット付き．水に浮かべた状態の根の画像取得
には透過光原稿モードでの画像取得が適している．

※ 2025年 3月現在，GT-S630は販売終了品となっている．新しいモデルはセンサシステムが変更になり，被写体深度が浅くなっ
ていることに注意が必要．最大原稿サイズ：A4サイズ．
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トで根の成長と枯死を追跡する有効な手法としての地
位を確立している （Dannoura et al.，2008；Dannoura et 

al.，2012；遠藤，2024）．

5．根箱ピンボード法

根箱ピンボード法は，長釘が配置されたピンボード
を土壌断面に押し込むことで , 根系の配置や構造を損
なうことなく根系全体を採取する手法であり，各要素
の形態や根系における機能分担の解析に適している．
本法により，これまで土壌硬度，水環境，根粒形成と
根系の関連性が調査されてきた （e.g.，Kono et al.，
1987；Schuurman and Goedewaagen，1971；Suralta et 

al.，2010）．根系標本を作成できる改良根箱ピンボー
ド法では，長釘の数に合わせて穴を開けた二つ折り
シートの片面をピンボードに通しておくことで，シー
トで根系を挟んで採取できる （Kono et al.，1987）．従
来は根系採取用のシートの穴開けを事前に行う必要が
あった．2017年，神山ら （2017） は，従来は 4時間かかっ
ていた根系回収用のシートの穴開け工程を簡略化し，
シートの作成から 1個体の根系採取までの時間を約
10分に短縮する改良に成功した．これにより，従来
は研究者が手作りしていた根系回収用のシートが不要
となり，ピンボードが，市販品 （根系採取装置 DIK-

7500，大起理化工業） として提供されるようにもなっ
た．根系採取装置の詳細は神山ら （2017） を参照され
たい．また，同装置を用いたサンプリング事例は，
Koyama et al. （2021） の補足資料や，大起理化工業の
YouTubeチャンネル （https://www.youtube.com/watch?v 

=6n_tWUB9Sik) で，動画が確認できる．
根箱ピンボード法での採取後，根系回収用シートに
挟まれた状態の根系は，Formalin-Acetic acid-70% 

ethanol mixture （FAA） （ホルマリン：酢酸：70％エタノー
ル = 1：1：18の体積比） にシートごと浸漬することで，
根箱内での状態を保持したまま長期間保存できる 

（Kono et al.，1987）．切片観察などをしない場合には，
70％エタノールでも問題ない．土が付着しているとそ
の部分からカビが発生するため，長期保存時には，可
能な限り根についた土を除去することが望ましい．保
存状態，保存環境にも影響されるが，数年の保管がで
きることもある．また，0.25％ （w / v） Coomassie 

Brilliant Blue R in waterによる根系染色で，デジタルカ
メラやスキャナでの検出感度を向上させることができ
る （Kono et al.，1987）．さらに，TTC （2,3,5-Triphenyl-

2H-tetrazolium chloride） 染色を用いれば，根の活性を
定性的に評価することも可能である （Koyama et al.，
2021）．

6．画像解析

画像解析では，実験条件と実験目的に応じて適切な
解析手法を選択する必要がある．根箱スキャナ法では，
土壌断面上に出現した根を画像解析する必要がある．
破壊的手法では，透明なプラスチック容器に薄く水を
はり （水の深さは数ミリから 1 cm程度），根と根が重
なり合わないように，ピンセットなどで根を広げ，プ
ラスチック容器の底面側からスキャンした根の画像を
解析に用いることが多い．改良根箱ピンボード法で根
系回収用シートに採取した根系標本サンプルの場合
は，一部の根が重なり合うことは避けられないため，
根の重なり合いを考慮した解析が求められる．根系標
本サンプルをそのままスキャンすることで，根表面積
に関しては精度良く解析できるが，根長および根の直
径を解析することはできない （Koyama et al.，2021）．
近年，人工知能の活用により，背景 （土壌） と対象物 （根
や根粒） を識別するセグメンテーションの精度が向上
し，画像解析手法は飛躍的に発展している．根の解析
に用いられる代表的な画像解析ソフトウェアを第 2表
にまとめた．各ソフトウェアの詳細については，それ
ぞれの説明書や論文を参照されたい．
まず，特に代表的なソフトウェアとして以下が挙げ
られる．（i） WinRHIZO：根長，形態，構造の解析が
可能なソフトウェアであり，根解析のスタンダードと
なっている．（ii） WinRHIZO Tron：WinRHIZOを開発
した Regent Instruments Inc.が販売するソフトウェア
で，土壌中の根の解析を目的として開発された．根の
追跡には手動操作が必要となる．WinRHIZOは有料の
ソフトウェアであるが，無料で利用できる代表的なソ
フトウェアとして ImageJがある．（iii） ImageJ：オー
プンソースの画像解析ソフトで，多数のプラグインが
無償公開されている．さまざまな解析方法が解説され
たWebサイトも充実しており，根の解析にも広く利
用されている （田島，2014）．例えば ImageJのプラグ
インの 1つである SmartRootは，半自動的な根の解
析が可能であり，自動解析では抽出が困難なノイズの
ある画像やコントラストの低い画像からも根を抽出・
解析できる （Lobet et al.，2011）．インストール不要で
ウェブブラウザ上で利用できる ImageJ.JS （https://ij.im 

joy.io） を使用すれば，小・中学校や高等学校で導入さ
れることの多い Google Chrome OSや iPad OSでも
ImageJによる画像解析が可能である．また，Windows 

OSであれば （iv） RhizoVision Explorerも破壊的手法
で採取した根の解析に有用で，オープンアクセスソフ
トウェアであるため，無料で利用できる （Seethepalli 

et al.，2021）．
また，深層学習を利用して根を解析するソフトウェ
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アとして以下が挙げられる．（v） ARATA：深層学習を
用いた画像セグメンテーションが可能であり，特に土
壌中の樹木の細根検出に優れている （Yabuki et al.，
2022）．（vi） TrenchRoot-SEG：塹壕法で露出させた土
壌断面のデジタルカメラ撮影画像から根を抽出するプ
ログラムとして開発された．深層学習を用いた根系抽
出プログラムであり，モデル学習時にデータ拡張をお
こなうことで，土質や光条件の影響を受けにくい根系
抽出が可能である （Teramoto and Uga，2020）．（vii） 
RootPainter：深層学習による画像セグメンテーショ
ンを半自動的に行うことができる （Smith et al.，2022）．
その他，根の解析に限らず葉，種子，細胞など，さ
まざまな植物情報を画像から解析するソフトウェアが
開発されている．Quantitative Plant （https://quantitative- 

plant.org） などのWebサイトで，目的に合ったソフト
ウェアを探すのもよい．

7．破壊的計測手法

根箱内の根をそのまま掘り出すと，破壊的手法によ
り高精度な計測が可能となるが，同時に根系構造の情
報は失われる．研究目的に応じ，根系構造の情報も重
視したいような場合には，根箱ピンボード法で根を固
定した後，回収用シートにある根を切り分けて破壊的
に計測することができる．または，根箱内の根を，土

壌に埋まったままの状態で土壌もろとも切り出し，根
を洗い出すことで，根の空間分布情報を保持しながら
破壊的手法による高精度な計測が可能となる．
切り出した根，全体の根を破壊的に計測する手法に
ついて考えてみる．根系の生育や発達の程度を表す形
態的指標には，根重，根数，根の直径，長さ，表面積，
体積，色などがある．これに加えて，マメ科植物では，
根粒の数や大きさが窒素固定能力に影響する形態的指
標となる．根重は同化速度や成長に関わり，根系の発
達程度を大まかに把握するのに有効である．根端は生
理活性が高く，物質の生合成に関わるため，根数は根
系機能と関連する指標となる．根の直径は，根の維管
束の発達程度と対応することから，養水分の輸送能力
と関係する．また，直径は土壌中への伸張方向や土壌
の硬さとも関係する （Materechera et al.，1991）．実際に，
直径が太いほど，土壌貫通力が高い傾向にある （Clark 

et al.，2003，2008）．根の長さ，表面積，体積は根と
土壌の接触の程度をよく示すため，養水分の吸収能と
関連する．根色は土壌動物による食害，微生物の感染
や枯死根の判別に有効である．なお，根色による枯死
根の推定精度は，草本か木本かによって異なる （Wang 

et al.，1995）．破壊的手法では，掘り出した根について，
形態的指標を，定規・はかりでの計測や目視での観察
により計測する．または，水に浮かべた根をスキャナ

第 2表　根の画像解析に用いられる解析ソフトウェア．

ソフトウェア 主な計測項目 特徴 出典
ARATA 根の検出，根の投影面積 深層学習に基づく画像セグメンテーションが可能．土壌中にある

樹木の細根の検出に優れる．無料．
Yabuki et al. 

（2022）1

ImageJ 根長，表面積，直径，本数，
形態

オープンソースの画像解析ソフトウェアとしての世界標準．解析
対象は根に限らず，多用途に使用可能．プラグインも充実．無料．

ImageJ2

ImageJ.JS 根長，表面積，直径 ウェブブラウザ上で動作できるため，Chrome OSや iPad OSでも
利用可能．ただし動作が重いため，一般の研究者向けではなく，
公開講座や小中高校の探究学習向け． 

ImageJ3

RootPainter 根の検出 根の画像抽出を全自動，半自動で実行可能．無料． Smith et al. （2022）4

RhizoVision 

Explorer

根長，表面積，直径，本数，
形態

Windowsで動作するオープンソースのソフトウェア．無料． Seethepalli et al. 

（2021）5

SmartRoot 根長，表面積，直径 半自動で主根や側根を選択・抽出し，根長や直径を測定可能．
ImageJのプラグインの 1つ．無料．

Lobet et al. （2011）6

TrenchRoot-

SEG

根の検出 土壌中にある作物根の検出に優れる．モデル学習時にデータ拡張
を行うため，根の抽出は土質や光条件による影響を受けにくい．
無料．

Teramoto and Uga 

（2020）7

WinRHIZO 根長，表面積，直径，根の
トポロジー構造，色の計測

根の画像解析の世界標準的なソフトウェア．スキャナやデジタル
カメラから取り込んだ画像を，自動計測可能．高精度かつ多機能
だが，有料．

Regent Instruments 

Inc.8，9

WinRHIZO 

Tron

根長，表面積，直径，根の
トポロジー構造．

土壌中にある根の解析が可能．手動で根をトレースするため，背
景と根のコントラストが低い画像でも解析可能．有料．

Regent Instruments 

Inc.8，9

各ソフトウェアのダウンロードサイトまたは製品サイト：1https://github.com/A-Yabuki/ARATA，2https://imagej.net/ij/，3https://ij.imjoy. 

io，4https://www.quantitative-plant.org/software/rootpainter，5https://www.rhizovision.com，6https://smartroot.github.io，7https://github.c 

om/st707311g/TrenchRoot-SEG，8https://regent.qc.ca/assets/winrhizo_about.html，9https://www.namoto.com/natural/win_rhizo_rhizo_t.ht 

ml．
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で画像取得し，根と根の重なり合いのない状態で画像
解析し，根数，根の直径，長さ，表面積，体積，色な
どを正確に計測することもできる．根の洗い出しやス
キャナでの画像取得における注意点は Phenome Force

の YouTubeチャンネルの中に，動画での詳しい説明が
あ る （https://www.youtube.com/watch?v=DxHnbnwgSG 

w）．
破壊的計測による計測であっても，根系形態の特徴
を推定できる形態的指標が考案されている （第 3表）．
目的に合わせて，これらの形態的手法を選択すること
で，解析に十分な精度で労力を最適化した研究ができ
る．比根長 （総根長 / 根の乾物重） は，根の平均的な直
径や側根の発達度合いを示し，値が大きいほど細い根
が多く，側根が発達していると判断できる．平均根長 

（総根長 / 一次根の本数） は，側根を含めた一次根 1本
あたりの総根長を示し，値が大きいほど一次根が長い，
側根長が長い，または側根数が多いことを意味する．
根の深さ指数は，根系の平均的な深さを示し，根系の
重心とも呼ばれる （小柳，1998）．根の深さ指数は大き
いほど，根が深いということができる．また，根箱で
は根域制限の影響が出やすいため，適用にあたっては
注意が必要であるものの，根密度が高い方ほど，養分
吸収効率がよいと推定できる．
破壊的手法で取得した根は，根系の生育や発達の程
度を表す形態的指標の計測に用いられるだけではな
い．得られた根は，根の組織学的構造，代謝物の分布，
遺伝子発現の解析に使用できる．さらには，菌根菌や
微生物，土壌動物との相互作用など，異種間相互作用
の解析にも応用できる．これらの情報と根系情報を融
合させることで，植物の生理，生態的な機能の理解が

一層進むことが期待される．

8．おわりに

根箱法のように，根系を非破壊で解析できる手法は，
経時的な画像解析や根系形質調査を通して大量のデー
タを取得し，フェノミクスに応用されている．例えば，
根の表現型解析プラットフォームである Rhizoscopeで
は，根系自動解析を可能にするために開発されたソフ
トウェアである GT-RootSによりハイスループットな
根系解析が試みられている （Borriane et al.，2018）．ま
た，根箱を用いた栽培，根系解析の自動化により，大
量の形質データの取得が試みられている （LaRue et al.，
2022）．根箱の他にも，透明な円筒型チューブで植物
を栽培し，根の成長状態を計測する RhizoTubesを用
いた，成長追跡システムも開発されている （Jeudy et 

al.，2016）．LaRue et al. （2022） や INOVIA FLOW （Dole，
France） のWebサイト （https://www.inoviaflow.fr） には，
栽培・計測の様子を収めた動画があり，ハイスループッ
トな根系形質評価のイメージをつかみやすい．さらに，
野外でのハイスループットな根系解析手法として，圃
場で栽培した草本植物の根を大型モノリスで回収し，
X線 CTにより 3次元構造を計測する手法が開発され
ている （Teramoto and Uga，2022；Teramoto and Uga，
2025）．こうした根系の大量データ取得手法を GWAS 

（Genome-Wide Association Study） などに応用すること
で，根系を形成・制御する遺伝子の単離が進められて
いる （Takahashi and Pradal，2020；LaRue et al.，2022；
Teramoto and Uga，2025）．
近年，時空間的なイメージング技術により，根圏環
境の非破壊計測が可能となっている．例えば，二次元

第 3表　根系形態の特徴づけに利用できる形態的指標 （塩野，2024を改変）．

指標名 説明 式
根の直径 値が大きいほど土壌貫通能力が高いと推定できる．
根重密度 値が高いほど養分の吸収効率が高いと推定できる． 総根重

土壌体積
根長密度 値が高いほど養分の吸収効率が高いと推定できる． 総根長

土壌体積
根長 / 根重比※ 1 根系を構成する根の平均的な直径，あるいは側根の程度を示す．

値が大きいほど，細い根が多く，側根が発達していると判断できる．
総根長

根の乾物重
平均根長 側根を含めた 1次根※ 2，1本あたりの総根長を示す．値が大きいほ

ど 1次根が長い，側根長が長いまたは側根数が多いことを意味する．
総根長

1 次根の本数
分枝指数 1次根に長さあたりどれだけの長さ側根が着生しているかを示す．

値が大きいほど側根の発達が旺盛であることを意味する．
総根長 −総 1 次根長

総 1 次根長
根の深さ指数 根系の平均的な深さを示す．根系の重心とも呼ばれる．値が大き

いほど根が深いことが推定される．

∑
(ある層の深さ ×その層の根量※ 3)

全根量
※ 1比根長とも呼ばれる．
※ 2種子から発生する種子根と茎から発生する不定根の両方を含む．
※ 3深さ別の根長または根の乾物重．
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オプトード法は，光化学反応を利用して酸素，pH，二
酸化炭素などの空間分布を定量する手法である 

（Blossfeld and Gansert，2012）．また，薄膜拡散勾配 

（Diffusive Gradients in Thin-films，DGT） 法は，養分濃
度や金属の移動のイメージングに用いられる．これら
の，土壌環境の不均一性を評価できる技術と根系構造
解析を組み合わせることで， 「根の生理機能」 の評価が
さらに進むと考えられる．筆者らは，根の生理機能と
遺伝学との融合により，根の生理機能を 「デザイン」 
する可能性にも期待しており，その実現に向けた研究
を進めている．根と環境の空間情報の計測が，今後の
根研究の進展に貢献することが期待される．
本稿は 2024年 7月 21日に福井県福井市で開催され
た第 59回根研究集会の一環で開催された公開ワーク
ショップ開催 （角田ら，2024） を契機に一般の人にも
根の研究を広く知っていただくことを目的に執筆し
た．根系の非破壊計測は今後さらに重要性を増してい
くことが予想される．本稿が根系の評価を考えている
方々にとって，適切な解析手法を選択する際の一助に
なれば嬉しい．
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29．江戸農書に見る根に関する栽培技術

江戸農書の中に 「根」 という文字はあるが，細かい
表現は少ない．たとえば上根－底根，縦根－横根，太
根－細根，古根－新根，小根，脇根，ひげ根などがあ
る （徳永，2025）．確かにこの言葉だけでは，それが具
体的に何を示しているのか評価するのは難しい．その
他，根付き，根ざし，根配り，根はらみという言葉も
あるが，地上部と比べれば表現する言葉はるかに少な
い．地上部の実りに寄与する根の大切さは，当時から
も認識されていただろが，観察となると大変だったこ
とは，今も昔も変わらないだろう．
江戸農書の中でも 『農業全書』 は最も有名な農書で
あろう．大蔵永常，佐藤信淵と並んで，明治以前の日
本の三大農学者とされる，江戸前期の農学者・宮崎安
貞 （1623-1697） が著した．自身の農業体験や諸国旅行，
中国の農書によって得た知識が基となっていて，イネ
をはじめ 148種類の作物に関する農業技術を体系的に
解説している．
『農業全書』 にも，根についての記述がいくつか認め
られるが，今に活かせる農業技術もある．ポイントは 

「苗を植える前に，根を切る，つまり断根処理を施せば，
病害虫に負けない丈夫な株となり，収量が増える」 と
のことである．
具体的には，巻之三 「茄 （なすび）」 の項目があり，
その部分の意味のみ記すと 「苗を移植するとき，主根
の先を少しばかり切って植えるとと，側根に力が入っ
て活着が良い．また主根の先が長いと，心土の硬い土
に当たるので，傷んで枯れることがある．だから長い
根のある苗は先の方を少し切って植えると良い」 （高

内，2025）．これには確かに一理あり，苗の主根を切
断すると，その上から側根が多く生えるようになる．
横に根が張るようになり，浅い根系に制御できる可能
性がある．確かにナスが根を深く張りすぎて，地下水
位が急に上がるような場合は，根腐れを起こし，浅い
根系の方がこのようなリスクを回避できた場合があっ
たのかもしれない．少ないながらも今の栽培技術に通
じる知見が読み取れる．私たちも，後代の農林業の参
考になるように，根の画像などより多くの情報を残し
ておきたいものである．

参考情報

高内実 2025. 今に活かせる, 江戸農書の栽培技術, 活着・生育抜
群! 断根定植法, 現代農業, 6 月号, 252-253, 農文協.

徳永光俊 2025. 日本農史研究 （上）, 「生きもの循環」 と農法, 農
文協.

菜根譚　野菜の根の話

中野明正
千葉大学　大学院　園芸学研究院

　　連絡先 〒 277-0882　千葉県柏市柏の葉 6 丁目 2-1
　　E-mail: anakano@chiba-u.jp
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農業，6 ⽉号，252-253，農⽂協． 
徳永光俊，2025，⽇本農史研究（上），「⽣きもの循環」と農法，農⽂協． 
 
千葉⼤学⼤学院 園芸学研究院  
〒277-0882 千葉県柏市柏の葉 6 丁⽬ 2-1 
anakano@chiba-u.jp 
 



－ 48－

根の研究（Root Research） 34 （3）（2025）

報　告
根 研 究 学 会 Japanese Society for Root Research (JSRR) 
 

 
第第6611 回回根根研研究究学学会会ププロロググララムム  

 
第 61 回根研究集会が 2025 年 6 月 14 日（土）〜15 日（日）に，宮城県仙台市の東北大学青葉山コモ

ンズにて開催されました．  
口頭発表 8 件，ポスター発表 23 件の一般発表がありました．田島亮介博士（東北大学）による，根掘

りワークショップ「Back to the Basic: 掘って洗って測定して」と題した公開ワークショップを行いまし

た．モノリス法で掘り起こした根系の採取・洗浄，画像の取り込み，画像解析を実践しながら，ノウハ

ウを交換することができました． 
 
＜＜開開催催日日時時 Date and time＞＞ 
2025 年 6 月 14 日（土）13：00–18：00 

15 日（日） 9：00–17：00 
※14 日の懇親会は青葉山コモンズみどり食堂で開催 
 

＜＜開開催催場場所所 Venue＞＞ 
  〒980-8572 宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉 468-1 青葉山コモンズ 
  
 電車でのアクセス: 仙台市営地下鉄「青葉山駅」より徒歩 10 分 
 
＜＜ププロロググララムム Program＞＞ 
6 月 14 日（土） Saturday, June 14th 
13：00  受付Registration，ポスター提示Posters display 
13：30–13：40 開会の挨拶Opening remarks 
13：40–15：00 口頭発表（4 課題）Oral presentation 
15：10–15：40 ポスターピッチ（23 課題）Poster session 
16：00–17：00 ポスター発表（奇数 12 課題）Poster session 
17：10–18：00 総会General meeting 
18：30–20：30 懇親会Conference dinner（青葉山コモンズみどり食堂） 

 
6 月 15 日（日） Sunday, June 15th 
09：00–10：20 口頭発表（4 課題）Oral presentation 
10：30–11：30 ポスター発表（偶数 11 課題）Poster session 
（昼休憩） 
13：00–14：00 優秀発表賞表彰 Best Presentation Award 
14：00–14：05 次回予告 Announcement of next JSRR meeting 

｜牧田 直樹 大会実行委員長（信州大学） 
14：05–14：10 閉会の挨拶 Closing remarks 
15：00–17：00 根掘りワークショップ「Back to the Basic: 掘って洗って測定して」 
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＜＜第第 61 回回根根研研究究集集会会実実行行委委員員＞＞  
実行委員長: 亀岡 笑 
庶務担当: 田島亮介 
（東北大学大学院農学研究科） 
 
Chairman: Emi Kameoka 
General affairs: Ryosuke Tajima 
(Graduate school of Agricultural Science, Tohoku University) 
 
 
＜＜問問合合せせ先先 Contact＞＞ 
東北大学大学院農学研究科  亀岡 笑 
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＜＜口口頭頭発発表表Oral Presentations＞＞  講講演演 12 分分+質質疑疑 5 分分+入入替替等等 3 分分 
★優秀発表賞エントリー 

 
6 月 14 日（土）13：40–15：00（4 課題） 
13:40 O1 DRO1 と qSOR1 の異なるアリル組合せにより生じる根系分布の違いが収量性に及ぼす影響 
   ○宇賀優作，木富悠花，寺本翔太，射場木萌春，河合翼 
 
14:00  O2 野生イネOryza glumaepatula の恒常的な酸素漏出バリア形成に関わる遺伝子領域の推定 
   ○塩野克宏，江尻真斗，西嶋遼，馬場美幸，芝日菜子，山形悦透，三浦孝太郎 
 
14:20 ★O3 光で根端が帯電するTanada 効果の再訪：アセチルコリンの影響について 
   ○野口紅羽，陽川 憲 
 
14:40 ★O4 メラトニンを中心としたインドールアミン類がシロイヌナズナ根の重力屈性に与える影響 
   ○山口 翔太郎，陽川 憲 
 
6 月 15 日（日）09：00–10：20（4 課題） 
09:00  O5 クロズキンタケ属の未記載種におけるツツジ科植物の細根への共生能力の解明 
   ○馬場隆士，広瀬 大 

 
09:20 ★O6 地下で起きるコモンズの悲劇：雑草イネは脱栽培化で根が競争的になるよう進化したか？ 
   ○丸山紀子，今泉智通，深野祐也 

 
09:40 ★O7 スキャナ法を用いたスギ細根の分岐時期の解明 
   ○趙星一，大橋瑞江 

 
10:00  O8 日本における根研究の展開序説 1 
   ○森田茂紀 
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＜＜ポポススタターー発発表表 Poster Presentations＞＞ 
6 月 14 日（土）・15 日（日） 
★優秀発表賞エントリー 
 
 P1 もみ殻炭の連年施用ならびに施用法がダイコンの生育に及ぼす影響 
 ○塔野岡（寺門）純子，垣内悠太郎，徳田進一 
 
★P2 湛水土壌で増加するアンモニアはイネ根の酸素通気に影響するのか？ 
 ○吉田日向，江岸祐夏，塩野克宏 
 
 P3 ３Dオブジエクト手法による根先端域での篩部篩管の起源と発達の解析（２）―原生篩管，後生篩管の

形成についてー 
 ○仁木輝緒，幹 康，斉藤 進 
 
 P4 イネ超深根型 qSOR1-v アリルの同定と被子植物の相同遺伝子における配列・機能保存性 
 ○河合翼，木富悠花，黒田凌，中田隆，相馬史幸，杉本和彦，宇賀優作 
 
 P5 生薬・天然色素植物ムラサキ(Lithospermum erythrorhizon)の実用生産化 ー北海道・当別町での取り組み

ー 
 ○高上馬 希重 
 
★P6 琉球列島におけるツツジ科スノキ属のメタバーコーディングによるエリコイド菌根関連菌相解明 
 ○佐藤創太，馬場隆士，伊東拓朗，國府方吾郎，牧雅之 
 
 P7 ウキクサ由来植物生育促進細菌を用いた養液栽培レタスの生育 
 ○渡邊高人，阿野哲也，田中靖浩，中野明正 
 
★P8 阿蘇外輪山東部の半自然草地における放牧管理が草本根系および土壌炭素蓄積量に与える影響 
 ○齋藤温子，白井里奈，坂上翼，山口滉太，町田怜子，下嶋聖，茂木もも子，山田晋，今井伸夫，檜谷

昂，犬伏和之，大島宏行，加藤拓 
 
★P9 リン酸局所施肥パッチサイズおよびパッチへの根の誘導がコムギの生育に与える影響 
 ○藤元琴羽，関澤央宜，神山拓也 
 
 P10 北方落葉広葉樹の根滲出物の炭素量と構成分子種の解析 
 ○遠藤いず貴，郷久美空，大越研人，井手淳一郎 
 
 P11 樹木個体の成長とともに増加する力学的負荷は根・幹の呼吸増加を促し成長制限要因となるか 
 ○森茂太，黒澤陽子，相蘇春菜 
 
★P12 根箱とリボンヒーターを用いた根の局所加温応答観察系の確立 
 ○原口果子，房相佑，神山拓也，大西孝幸 
 
 P13 コムギ根の評価にミニライゾトロンは本当に使えないのか？ 
 橋本叡信，青木博光，○神山拓也 
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根 研 究 学 会 Japanese Society for Root Research (JSRR) 
 

 
★P14 樹木根系 3次元モデルにおける根系バイオマス推定誤差とその補償に関する検討 
 ○田中優斗，山瀬敬太郎，藤堂千景，大橋瑞江，森健介，平野恭弘，谷川東子，檀浦正子，池野英利 
 
★P15 コムギ栽培において硝化抑制物質が土壌無機態窒素濃度に与える影響とその簡易評価法 
 ○小南雪乃・下野裕之・松波麻耶 
 
★P16 地中レーダを用いたカンショ根の自動検出・定量化 
 ○鄭美嘉，劉佳啓，クリストファーゴメス，石井孝佳，宇賀優作 
 
 P17 Photoperiod moderates the root growth and grain yield of spring wheat (Triticum aestivum L.) under salt stress 
 Ekemini Obok・○Ping An・Anthony Eneji 
 
★P18 シロイヌナズナ根におけるストロンチウムによる活性酸素種の生成と候補輸送体の抽出 
 ○長田武，岡田佳之，國分皐世，尾上未央 
 
 P19 硝酸欠乏応答におけるSTOP1依存的な根系構造改変の三次元解析 
 ○時澤睦朋 
 
 P20 中国の半乾燥地林に生育する 4樹種の細根形質の比較 
 ○福澤加里部，細川奈々枝，杜盛，龍見史恵，舘野龍之輔 
 
★P21 冷温帯 9樹種における細根の糖、アミノ酸、有機酸の種特異性 
 ○橋本裕生，勝間帆波，牧田直樹 
 
 P22 草本と木本で異なる地下部・地上部呼吸スケーリング 
 ○黒澤陽子，森茂太 
 
★P23 真正双子葉植物における根の放射構造進化 -解剖学的比較からの示唆- 
 ○佐藤友，古賀皓之，塚谷裕一 
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2025 年度 根研究学会総会報告 

 

 
 東北大学青葉山コモンズで開催された第 61 回根研究集会の一部として，6 月 14 日に定期総会を

開催しました．塩野克宏会員に議長を務めて頂き，下記の通り 2024 年度の会務報告・決算報告・会

計監査報告，2025 年度の事業計画・予算が承認されました． 
 
 
１１．．22002244 年年度度  会会務務報報告告  
  

 

1））会会誌誌『『根根のの研研究究』』第第 33 巻巻をを発発行行ししたた．． 
 （福澤 加里部 編集委員長） 
第１号（2024 年 3 月発行） pp.  1 - 53（53 頁） 
第２号（2024 年 6 月発行） pp. 55 - 73（19 頁） 
第３号（2024 年 9 月発行） pp. 75 - 114（40 頁） 
第４号（2024 年 12 月発行） pp. 115 -136（22 頁） 
別冊 1 号（2024 年 9 月発行） pp. 1 -49
（49 頁） 
別冊 2 号（2024 年 12 月発行） pp. 1 -42
（42 頁） 
 

2））研研究究集集会会 
 以下 2 回の研究集会を開催した．第 59 回根研

究集会内では特別講演が 1 件，第 60 回では受賞

講演が行われた．  
 
・第 59 回根研究集会 
於：福井市地域交流プラザ 

  7 月 20 日（土）～ 21 日（日） 
  実行委員長 塩野克宏会員 
・第 60 回根研究集会 
於：東海大学阿蘇くまもと臨空キャンパス 

  12 月 14 日（土）～ 15 日（日） 
  実行委員長 阿部淳会員 
 
 
 
3））2024 年年度度根根研研究究学学会会賞賞 
 選考の結果，以下の業績を表彰した． 
【学術功労賞】 1 件 
 受賞者：島村聡 
（農研機構九州沖縄農業研究センター） 
 業 績：ダイズの耐湿性向上のための二次通

気組織に関する研究 
 
【学術奨励賞】 3 件 
受賞者：河合翼 
（農業・食品産業技術総合研究機構） 

 業 績：イネにおける可塑的な側根形態制御

機構の解明 
 
 受賞者：神山拓也 
（宇都宮大学農学部） 
 業 績：アーバスキュラー菌根（AM）菌質材

を有効に活用するための土壌環境条

件の解明および根の可塑性を利用し

たリン酸局所施肥技術の開発 
 
 受賞者：菅井徹人 
（国立研究開発法人森林総合研究所） 
 業 績：多雪地域における春先の樹木根の動

態およびその形質特性に関する研究 
  
【優秀発表賞】 6 件 
 受賞者：時澤 睦朋氏 
（電力中央研究所） 
 業 績：Root system architecture modification in 

response to soil nitrate availability is 
co-regulated by soil pH 

 受賞者：田丸 翔太郎氏 
（福井県立大学大学院生物資源学研究科）  

業 績：二次元酸素オプトードによるイネ幼

苗期の冠根伸長と根圏酸化の時空間

的追跡 
受賞者：藤元 琴羽 

（宇都宮大学農学部） 
業 績：遮根シートによるリン酸局所施肥位

置へのコムギ根系誘導で収量は増加

するのか 
受賞者：佐藤 友 

（東京大学大学院理学系研究科）  
業 績：水陸両生植物における異形根性の形

態と制御機構および進化 
 受賞者：細井 彩 
（信州大学大学院総合理工学研究科） 

業 績：樹木細根系の解剖構造は季節変動す

るのか？：ヒノキとスギにおける根の

原生木部数からの探求 
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受賞者：庄司 森

（岩手大学大学院連合農学研究科）

業 績：雪による地下部冷却は春先の葉の拡

大を抑制する

4））国国際際誌誌 Plant Root のの刊刊行行

（野口享太郎 編集委員長ら）

http://www.plantroot.org/
第 18 巻として，4本の論文（全 47 頁）を掲載

した．受理後早期の掲載，並びに編集委員の負

担を軽減する目的で BIB作成費を計上した．

5））会会誌誌以以外外のの出出版版物物・・根根研研ロロゴゴラライイセセンンスス

「根の研究の最前線 7」および同シリーズのう

ち，在庫があるバックナンバーについては，引

き続き販売した（セット割りを適用）．使用料を

支払うことで根研ロゴを使用したグッズを自由

に製作することができるようにした．

6) 会会員員勧勧誘誘とと費費用用節節減減対対策策

会員数は横ばいであり，会費収入は下止まり

傾向にある．財政状況改善を目的として，第 55
回根研究集会から根研究集会要旨の公開は引き

続き別冊（PDF オンライン公開）のみとして，

継続している．根研ホームページや Plant Root
のためのサーバーの維持費が値上がりとともに

予算を圧迫しており、サーバーの移行を実施し

た．これまでのサーバー使用料¥46,920／年を

¥16,302／年に圧縮出来た．なおサーバー移行の

手数料（¥165,000）はサーバーレンタル料の支出

減に伴い 5 年間の継続使用により相殺できる予

定．また，学生や若手研究者の入会を促すため，

根研究学会優秀発表賞，若手会員研修支援，研

究集会参加費無料化を継続した．

２２．．2024年年度度 決決算算報報告告

期間： 2024 年 1 月 1 日－12 月 31 日

１）2024年度 一一般会計

※１ 年会費は電子版個人会員 3,000円，冊子版（＋
電子版）個人会員 4,000円，冊子版団体会員 9,000
円．前納は，12 月までに 2024 年度を納入した分
など．

※※1122002244年年にに納納入入さされれたた会会費費のの内内訳訳 合合計計 11,,003322,,000000

11））未未納納分分　　　22002233年年度度以以前前 8811,,000000 （3,000円×13名・4,000円×6名・9,000円×2社）

22））当当年年度度分分　 22002244年年 440011,,000000 （3,000円×82名・4,000円×32名・9,000円×3社）

33））前前納納分分　　　22002255年年度度以以降降 555500,,000000 （3,000円×118名・4,000円×40名・9,000円×4社）

※※22雑雑収収入入のの内内訳訳 合計 224422,,223344
1)寄付（「根っこのふしぎな世界」原稿料）他 142,196

2)オープンアクセス費（5件） 100,000

3)銀行利息 38

※※33会会誌誌・・名名簿簿印印刷刷費費内内訳訳（（表表紙紙をを除除いいたた頁頁数数）） 合計 558899,,660000
1）33巻第1号（54頁） 177,100

2）33巻第2号（20頁） 125,400

3）33巻第3号（40頁） 151,800

4）33巻第4号（26頁） 135,300

※※44会会誌誌・・名名簿簿発発送送費費のの内内訳訳 合計 3333,,667788
1）32巻第4号 13,878

2）33巻第1号 7,634

3）33巻第2号 6,006

4）33巻第3号 6,160

※※55謝謝金金のの内内訳訳 合計 335566,,440000
1）2024年事務委託費（㈱共立） 330,000

2）2024年ＨＰ管理費(㈱共立） 26,400

※※66事事務務通通信信費費のの内内訳訳 合計 1155,,333344
1)振込手数料 1,485

2)郵送代（切手代他） 13,849

※※77学学会会賞賞経経費費のの内内訳訳 合計 2299,,441100
1）パーカー購入費 22,870

2)送料等 3,790

3)賞状作成代 2,750

※※88ササーーババーー使使用用料料のの内内訳訳 合計 1166,,330022
1)ドメイン使用料（jsrr.jp） 3,102

2)サーバー使用料（xserver/スタンダード） 13,200

※※99予予備備費費のの内内訳訳 合計 4444,,778844

1）会費請求書作製代(ラベルシール代含む) 15,304

2）会費請求書送料 29,480

＊メール便は翌月払
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２２））2024年年度度 特特別別会会計計

３）2024年度 苅住基金

※支援無し

３３．．2024年年度度会会計計のの監監査査報報告告
2025 年 2 月 20 日に，リモート会議にて，根研

究学会監査の二瓶直登会員に事務局業務担当者

（共立 栗本様）が説明を行い，会計監査をして

頂いた．以下がその監査報告の写しである．

４４．．2025年年度度事事業業計計画画
 

11））会会誌誌『『根根のの研研究究』』第第 3344巻巻発発行行 

（編集委員長：福澤 加里部）

第１号（2025 年 3 月発行）pp. 1-21（21 頁）

第２号（2025 年 7 月発行予定）

第３号（2025 年 9 月発行予定）

第４号（2025 年 12 月発行予定）

別冊 1 号（2025 年 7 月発行予定）

別冊 2 号（2025 年 12 月発行予定）

2））研研究究集集会会等等のの開開催催

・第 61 回根研究集会

（東北大学 青葉山キャンパス）

  6 月 14 日（土）～ 15 日（日）

  実行委員長 亀岡笑・田島亮介会員

・第 62 回根研究集会

（信州大学 松本キャンパス）

  11 月 29 日（土）～ 30 日（日）

  実行委員長 牧田直樹会員

3））2025年年度度根根研研究究学学会会賞賞のの公公募募・・選選考考・・授授与与

7 月発行の会誌で告示し，8 月に公募．第 62
回根研究集会において授賞．

これまでの受賞者について，他団体の賞への

推薦も検討する．

4））一一般般会会計計・・特特別別会会計計にによよるる学学会会活活動動とと会会員員

のの研研究究活活動動のの支支援援（予算案を参照）

・国際誌 Plant Root 第 19 巻発行（編集委員長：

野口享太郎ら）．投稿数・掲載数の増加に努め

る．

・根の研究に掲載された原著論文・総説・ミニ

レビュー等の J-Stage に収録される論文につい

て，著者がオープンアクセス権の取得料金を支

払うことで，非会員でも根研会員への公開と同
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時に論文を読める状態にできる「オープンアク

セスオプション」を引き続き運営する．オープ

ンアクセス料は 1 編あたり 20,000円とする．  
・根研ロゴ使用料による特別会計の増収を図る

ため，会員によるグッズ作製を促進する． 
 
5））根根研研究究学学会会「「苅苅住住」」国国内内外外研研修修支支援援 
 根研究学会所属の若手会員(申請時の年齢が

40 歳以下)の国際的な活躍を支援するため，国

内外の学会等に参加して根に関する研究成果を

公表したり調査に出向いたりするための経費の

一部を補助する.年 1~2件程度(1件 6~12万円

を目安)を助成する． 
 

6））会会運運営営にに関関すするる問問題題 
単年度収入の減少に対しては一層の節約に努

める．運営の基盤となる会費を増やすため，根

研究学会 HP を整理・拡充（研究集会案内ページ

の追加，根研はじめませんか？バナーの追加）

し，会員の増加をはかる．あわせて，助成金や

広告料の取得に努める． 
 2025 年 3 月に「根の研究」と「Plant Root」の

出版にかかわる費用の改訂があった（補足資料

１）．「根の研究」については，2024 年度に発行

回数に関するアンケートを行い，執行部と根の

研究編集委員会で議論した結果，2026 年度から

半年分の出版論文とその他の記事を束ねたもの

を冊子体 (電子体) として年 2 回発行すること

とする．論文については，掲載までのスピード

を重視し，J-STAGE にて都度発行とする． 
 
7））出出版版 
 「根の研究の最前線 7」およびバックナンバー

の販売促進に努める．その他，出版社等から，

根の研究の発展や社会へのアピールに役立ちそ

うな出版の企画提案があれば協力する． 
 
8））他他のの学学術術関関連連団団体体ななどどととのの協協力力 
・日本学術会議等 
協力学術研究団体として，委員候補の推薦やア

ンケートなどの依頼があれば協力する． 
・国際研究集会等 
会誌への開催情報の掲載など，情報の伝達に協

力する．  
・その他 
学術活動に関するアンケートなど，根の研究や

日本の学術発展に有意義と思われる要請につ

いては，大きな負担のない範囲で協力する． 
他の学術団体からの共催，講師推薦等の要請に

対しては，執行部・評議員で検討する． 
 
9））そそのの他他 

総会の場で議論したい事項． 
 
５５．．2025年年度度予予算算 
 期間： 1 月 1 日－12 月 31 日 
１１））2025 年年度度  一一般般会会計計 
 2025 年 5 月現在の会員数は，276 名（海外含

む），団体 8 件．年会費は，電子版個人 3,000円，

冊子版（＋電子版）個人 4,000 円，冊子版団体

9,000円とする． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

収入 単位　円

事項 予算 前年実績 前年との差額

前年度繰越金 800,637 780,441 20,196

会費未納分※１ 70,000 81,000 -11,000

2025年会費※１ 339,000 401,000 -62,000

2026年以降の会費前納分※１ 550,000 550,000 0

寄付・雑収入※２ 250,000 242,234 7,766

合計 2,009,637 2,054,675 -45,038

支出 単位　円

事項 予算 前年実績 前年との差額

会誌・名簿の製版・印刷費※３ 750,000 589,600 160,400

会誌・名簿の送付費※３ 55,000 33,678 21,322

事務局委託費・謝金※４ 356,400 356,400 0

事務通信費 17,000 15,334 1,666

事務用品費 4,000 3,530 470

研究集会経費 40,000 0 40,000

学会賞経費※５ 30,000 29,410 590

サーバー使用料 16,302 16,302 0

サーバー移行料※６ 0 165,000 -165,000

予備費 50,000 44,784 5,216

次年度への繰越金 690,935 800,637 -109,702

合計 2,009,637 2,054,675 -45,038

　繰越金を除いた2025年の実収入 1,209,000 円

　繰越金を除いた2025年の実支出 1,318,702 円

　繰越金を除いた2025年の実質収支 -109,702 円

※１　10月に次年度分の会費納入のお願いをするので，多額の前納分が発生し，

　　　当該年になってからのその年分の会費納入額は会員数×年会費より少ない．

　　　財源の安定化のためには，30名程度会員が増えることが望ましい．

※２　オープンアクセス料、会誌広告・ホームページのバナー広告で収入を上げることが望ましい．

※３　会誌（全4号）の発行．名簿本年度に発行．

　　　　２〜４号の組版増額分を計上

※４　事務局委託経費（年30万円＋消費税10％）．

　　　ホームページ管理委託費（年3万円＋消費税10％）．

※５　3名程度の授賞を想定．受賞者が増えた場合は予備費等で対応する．

※６　サーバー移行は完了済みのため予算計上無し．
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時に論文を読める状態にできる「オープンアク

セスオプション」を引き続き運営する．オープ

ンアクセス料は 1 編あたり 20,000円とする．  
・根研ロゴ使用料による特別会計の増収を図る

ため，会員によるグッズ作製を促進する． 
 
5））根根研研究究学学会会「「苅苅住住」」国国内内外外研研修修支支援援 
 根研究学会所属の若手会員(申請時の年齢が

40 歳以下)の国際的な活躍を支援するため，国

内外の学会等に参加して根に関する研究成果を

公表したり調査に出向いたりするための経費の

一部を補助する.年 1~2件程度(1件 6~12万円

を目安)を助成する． 
 

6））会会運運営営にに関関すするる問問題題 
単年度収入の減少に対しては一層の節約に努

める．運営の基盤となる会費を増やすため，根

研究学会 HP を整理・拡充（研究集会案内ページ

の追加，根研はじめませんか？バナーの追加）

し，会員の増加をはかる．あわせて，助成金や

広告料の取得に努める． 
 2025 年 3 月に「根の研究」と「Plant Root」の

出版にかかわる費用の改訂があった（補足資料

１）．「根の研究」については，2024 年度に発行

回数に関するアンケートを行い，執行部と根の

研究編集委員会で議論した結果，2026 年度から

半年分の出版論文とその他の記事を束ねたもの

を冊子体 (電子体) として年 2 回発行すること

とする．論文については，掲載までのスピード

を重視し，J-STAGE にて都度発行とする． 
 
7））出出版版 
 「根の研究の最前線 7」およびバックナンバー

の販売促進に努める．その他，出版社等から，

根の研究の発展や社会へのアピールに役立ちそ

うな出版の企画提案があれば協力する． 
 
8））他他のの学学術術関関連連団団体体ななどどととのの協協力力 
・日本学術会議等 
協力学術研究団体として，委員候補の推薦やア

ンケートなどの依頼があれば協力する． 
・国際研究集会等 
会誌への開催情報の掲載など，情報の伝達に協

力する．  
・その他 
学術活動に関するアンケートなど，根の研究や

日本の学術発展に有意義と思われる要請につ

いては，大きな負担のない範囲で協力する． 
他の学術団体からの共催，講師推薦等の要請に

対しては，執行部・評議員で検討する． 
 
9））そそのの他他 

総会の場で議論したい事項． 
 
５５．．2025年年度度予予算算 
 期間： 1 月 1 日－12 月 31 日 
１１））2025 年年度度  一一般般会会計計 
 2025 年 5 月現在の会員数は，276 名（海外含

む），団体 8 件．年会費は，電子版個人 3,000円，

冊子版（＋電子版）個人 4,000 円，冊子版団体

9,000円とする． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

収入 単位　円

事項 予算 前年実績 前年との差額

前年度繰越金 800,637 780,441 20,196

会費未納分※１ 70,000 81,000 -11,000

2025年会費※１ 339,000 401,000 -62,000

2026年以降の会費前納分※１ 550,000 550,000 0

寄付・雑収入※２ 250,000 242,234 7,766

合計 2,009,637 2,054,675 -45,038

支出 単位　円

事項 予算 前年実績 前年との差額

会誌・名簿の製版・印刷費※３ 750,000 589,600 160,400

会誌・名簿の送付費※３ 55,000 33,678 21,322

事務局委託費・謝金※４ 356,400 356,400 0

事務通信費 17,000 15,334 1,666

事務用品費 4,000 3,530 470

研究集会経費 40,000 0 40,000

学会賞経費※５ 30,000 29,410 590

サーバー使用料 16,302 16,302 0

サーバー移行料※６ 0 165,000 -165,000

予備費 50,000 44,784 5,216

次年度への繰越金 690,935 800,637 -109,702

合計 2,009,637 2,054,675 -45,038

　繰越金を除いた2025年の実収入 1,209,000 円

　繰越金を除いた2025年の実支出 1,318,702 円

　繰越金を除いた2025年の実質収支 -109,702 円

※１　10月に次年度分の会費納入のお願いをするので，多額の前納分が発生し，

　　　当該年になってからのその年分の会費納入額は会員数×年会費より少ない．

　　　財源の安定化のためには，30名程度会員が増えることが望ましい．

※２　オープンアクセス料、会誌広告・ホームページのバナー広告で収入を上げることが望ましい．

※３　会誌（全4号）の発行．名簿本年度に発行．

　　　　２〜４号の組版増額分を計上

※４　事務局委託経費（年30万円＋消費税10％）．

　　　ホームページ管理委託費（年3万円＋消費税10％）．

※５　3名程度の授賞を想定．受賞者が増えた場合は予備費等で対応する．

※６　サーバー移行は完了済みのため予算計上無し．

２２））2025 年年度度  特特別別会会計計 

 
 

３３））2025 年年度度  苅苅住住基基金金 

 
 
国外において根に関する研究成果を公表したり

調査したりするための経費支援として 2 名（12
万円/件)を予定． 
 
 以上の 3 会計は，2026 年 2 月頃に会計監査を

実施予定． 
 

 
以上 

収入 単位：円

事項 予算 前年実績 前年との差額

前年度繰越金 141,328 106,960 34,368

出版物販売※１ 2,500 2,520 -20

Plant Root掲載料※２ 65,000 65,000 0

寄付・雑収入（利息等）※３，４ 1,000 4 996

合計 209,828 174,484 35,344

支出

事項 予算 前年実績 前年との差額

出版物（印刷・製作費） 0 0 0

｢根の研究｣デジタル化※５ 0 0 0

送料・手数料など 700 685 15

国際誌刊行経費（サーバーレンタル料） 1,671 1,671 0

Plant Root BIB作成費※６ 51,000 30,800 20,200

会長裁量経費 50,000 0 50,000

会誌改善費（一般会計へ） 0 0 0

苅住基金運営維持費 0 0 0

次年度への繰越金 106,457 141,328 -34,871

合計 209,828 174,484 35,344

　繰越金を除く2025年の実収入 68,500 円

　繰越金を除く2025年の実支出 103,371 円

　繰越金を除く2025年度の実質収支 -34,871 円

　　　　（会長裁量経費50,000円を使わずにすめば，赤字は縮小）

          3編で計算．

　※５　論文以外のコンテンツも含めた画像PDF化委託費．

　※６　組版代@2,000円×5ページ×3報=30,000円、J-Stage登載 @7,000円×3報=21,000円で計算

　※１　「根の研究の最前線７」を中心に販売予定．

　※３　根研ロゴ使用料（1製品につき100円）．

　※４　銀行口座利息．

　※２　Plant Root掲載料（根研究学会会員: 20,000円/編; 非会員:25,000円/編）．

収入 単位：円

事項 予算 前年実績 前年との差額

前年度繰越金 813,488 675,124 138,364

特別会計繰入金 0 0 0

寄付金(森の根の生態学印税) 10,000 138,310 -128,310

利子 0 54 -54

雑収入 0 0 0

合計 823,488 813,488 10,000

支出 単位：円

事項 予算 前年実績 前年との差額

若手会員旅費支援 100,000 0 100,000

送料・手数料 1,500 0 1,500

次年度への繰越金 721,988 813,488 -91,500

合計 823,488 813,488 10,000
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補⾜資料１ 
（根研究学会総会 2025 年 6 ⽉ 14 ⽇） 

 
根研究学会の出版物にかかわる費⽤について 

 
１１．出版にかかわる費⽤の変化 
 
「根の研究」  
〜2025 年 3 ⽉  
Word ⼊稿、組版＋著者校正（論⽂や菜根譚など） @220000 円円×ページ数  
PDF ⼊稿（巻頭⾔など） @220000 円円×ページ数  
2025 年 3 ⽉〜 
Word ⼊稿、組版＋著者校正（論⽂や菜根譚など） @22,,000000 円円×ページ数  
PDF ⼊稿（巻頭⾔など） @550000 円円×ページ数 
 
「Plant root」  
〜2025 年 3 ⽉ 
組版代＋J-Stage 登載１件 77,,000000 円円  
2025 年 3 ⽉〜 
組版代 @22,,000000 円円×ページ数＋J-Stage 登載１件 55,,000000 円円 
 
２２．「根の研究」出版費⽤シミュレーション 
 
毎号８０部印刷（冊⼦会員数）。 
発⾏費⽤（組版代＋印刷製本）\120,000×４回＋郵送費＝\536,000（2024 年度実績）（上記
に加えて J-stage への登載に 1 件あたり 5,000 円） 
例：2024 年度根の研究３３巻の組版代が必要なページ数 
１号 ２５ページ 
２号 ４０ページ 
３号 １９ページ 
４号 ５３ページ 
合計 １３７ページ 
2024 年度で⽀払った組版代@\200 \27,400- 
組版代@\2,000 の場合         \274,000- 
約約 2255 万万円円程程度度のの⽀⽀出出増増加加  
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補⾜資料１ 
（根研究学会総会 2025 年 6 ⽉ 14 ⽇） 

 
根研究学会の出版物にかかわる費⽤について 

 
１１．出版にかかわる費⽤の変化 
 
「根の研究」  
〜2025 年 3 ⽉  
Word ⼊稿、組版＋著者校正（論⽂や菜根譚など） @220000 円円×ページ数  
PDF ⼊稿（巻頭⾔など） @220000 円円×ページ数  
2025 年 3 ⽉〜 
Word ⼊稿、組版＋著者校正（論⽂や菜根譚など） @22,,000000 円円×ページ数  
PDF ⼊稿（巻頭⾔など） @550000 円円×ページ数 
 
「Plant root」  
〜2025 年 3 ⽉ 
組版代＋J-Stage 登載１件 77,,000000 円円  
2025 年 3 ⽉〜 
組版代 @22,,000000 円円×ページ数＋J-Stage 登載１件 55,,000000 円円 
 
２２．「根の研究」出版費⽤シミュレーション 
 
毎号８０部印刷（冊⼦会員数）。 
発⾏費⽤（組版代＋印刷製本）\120,000×４回＋郵送費＝\536,000（2024 年度実績）（上記
に加えて J-stage への登載に 1 件あたり 5,000 円） 
例：2024 年度根の研究３３巻の組版代が必要なページ数 
１号 ２５ページ 
２号 ４０ページ 
３号 １９ページ 
４号 ５３ページ 
合計 １３７ページ 
2024 年度で⽀払った組版代@\200 \27,400- 
組版代@\2,000 の場合         \274,000- 
約約 2255 万万円円程程度度のの⽀⽀出出増増加加  
 

出版回数を４回から２回に削減の場合： 
2024 年度の４回発⾏の組版代以外の合計コスト＝\508,600 
\508,600÷2 = \254,300（組版代以外にかかるコストが半分） 
\254,300+\274,000=\528,300（2024 年と同じページ数を出版するとして組版代を加算） 
 
参考：OA を選択した場合：20,000 円／編（但し OA 作業費\4,400／件が発⽣） 
 
３３．「Plant Root」出版費⽤シミュレーション 
 
年間 5 報を出版する場合： 
以前 
\7,000（／組版代＋J-Stage 登載）×5 報＝\35,000    
 
現⾏ 
組版代 @\2,000×10 ページ×5 報＝\100,000（10 ページ組版が必要な場合） 
J-Stage 搭載 \7,000×5 報＝\35,000 
サーバー利⽤料 \1,671  
計\136,671／年 
約\27,500／報、1 報辺り約\20,000 の費⽤増 
 
参考：現在の APC：国内 20,000 円、海外 25,000 円（5000 円は振込⼿数料分） 
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補⾜資料 2 
「根の研究」の発⾏形態について 

 
「根の研究」については，2024 年度に発⾏回数に関するアンケートを⾏い，執⾏部と根の
研究編集委員会で議論した結果，2026 年度から半年分の出版論⽂とその他の記事を束ねた
ものを冊⼦体 (電⼦体) として年年 22 回回発発⾏⾏することとする．論⽂については，掲載までのス
ピードを重視し，JJ--SSTTAAGGEE ににてて都都度度発発⾏⾏とする (総会資料中の説明)． 
 
発⾏回数削減の背景 
ü 発⾏経費を圧縮する必要性 (組版代単価改定の影響で発⾏経費増加)  
ü インターネットを介したサービスが拡充する中，編集作業の効率化の必要性 
ü 投稿論⽂数が少ない現状で，各号に論⽂を掲載することが難しい場⾯が⽣じている 
 
発⾏回数と形態 
ü 根の研究の特⻑として，単なる論⽂だけの学術雑誌と違って，報告や各種読み物，事務

局からのお知らせなど根に関する多岐にわたる情報を含んでいること，冊⼦体会員が
⼀定数 (75 名／287 名 2025 年 5 ⽉ 28 ⽇現在) いることから，冊⼦体 (電⼦体) とし
て年 2 回の発⾏が適当． 

ü 発⾏⽉は 6 ⽉および 12 ⽉とする． 
ü 論⽂は掲載までのスピードを重視し，J-STAGE にて都度発⾏とする． 
ü それ以外の記事や事務局からのお知らせは随時 ML 等で配信し，先に ML 等で配信し

た事務局からのお知らせは学会活動の記録として根の研究に掲載する． (予算に余裕
がないため，J-STAGE 登録なし)  

ü アンケートの結果によると，2 回が最多であり，また 3 回以上との回答を含めると，2
回以上との回答は 8 割に達した． 

ü 発⾏回数を 2 回に削減すれば，印刷費⽤の削減効果で組版代の値上がり分をカバー可
能． 

ü ⽇本学術会議学術協⼒団体の要件は，発⾏する「機関誌」が継続して年１回以上発⾏し
ていること，学術の研究発表及び議論を主たる⽬的とする，主に査読付きの投稿論⽂等
を掲載した論⽂誌であることが必要． 

ü 年 4 回発⾏の雑誌の業績が⾼く評価される研究機関はなかった． 
ü カレンダー を冊⼦体会員の付録にはしない． 
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